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(54)【発明の名称】 体温計付き携帯電話

(57)【要約】
【課題】  携帯電話に体温測定機能を付加して、多忙な
日常においても容易に健康管理が行えるようにする。
【解決手段】  携帯電話のスピーカ部の面に、出入自在
または固定してノズル状に突出させて赤外光検知素子に
よる体温測定手段を備えたセンサ部１を配置し、通話
中、あるいは任意時にセンサ部１を人体の耳孔に挿入し
体温を測定する。測定データは表示部４に表示されると
ともに制御部７に蓄積されて時系列データとして記録さ
れるので健康管理に利用することができる。また、必要
に応じて蓄積データを医療機関などにＲＦユニット２で
送信し専門医の診断を得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  携帯電話の筐体外面に、人体の耳孔に挿
入して用いる体温測定手段をセンサ部として備え、通話
機能と併せて体温測定機能を有するようにしたことを特
徴とする体温計付き携帯電話。
【請求項２】  体温測定手段は赤外光の検知素子と検知
光を温度換算する手段とよりなる赤外線温度センサであ
ることを特徴とする請求項１に記載の体温計付き携帯電
話。
【請求項３】  体温の測定結果を時系列的に整理して蓄
積する蓄積手段を備えることを特徴とする請求項１、２
に記載の体温計付き携帯電話。
【請求項４】  体温の測定結果を時系列的に整理して蓄
積する記憶手段と、該記憶手段から蓄積された体温デー
タを読み出す読み出し手段と、及び該体温データを送信
する送信手段とを備えることを特徴とする請求項１、
２，３に記載の体温計付き携帯電話。
【請求項５】  赤外線温度センサを設けるセンサ部は、
携帯電話のスピーカを配置した面に対し、人体の耳孔に
挿入し得るようノズル状に突出させて形成し、このセン
サ部は、可動的として突出した使用状態と、ほぼフラッ
トな非使用時の収納状態とに切り替えられるか、または
固定的として常時突出した使用状態とすることを特徴と
する請求項１，２，３、４に記載の体温計付き携帯電
話。
【請求項６】  赤外光検知素子を備えるセンサ部を突出
させた使用状態に切り替える際、体温測定手段の動作を
制御するスイッチが連動してオンとなるようにしたこと
を特徴とする請求５に記載の体温計付き携帯電話。
【請求項７】  センサ部には、耳孔に挿入される先端か
ら内部のスピーカに至る、通話音声を伝達する小孔を設
けたことを特徴とする請求項５、６に記載の体温計付き
携帯電話。
【請求項８】  携帯電話の送受信用アンテナの先端部を
耳孔挿入に適した形状としてこれをセンサ部とし、先端
開口内に赤外線温度センサを配置し、さらに該先端部に
回動操作可能なノブを設け、このノブの回動操作によっ
て体温測定手段の動作を制御するスイッチがオンオフさ
れることを特徴とする請求項１，２，３，４に記載の体
温計付き携帯電話。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は携帯電話機に関し、
とくに人体の体温を測定し、管理する機能を備えた携帯
電話機に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、携帯電話はパーソナルユースとし
て広く普及し、日常生活に融け込んでいる。一方、人体
の体温は人の健康度のバロメーターとして認知され、こ
の体温を測定する装置は体温計として、これも広く普及
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している。
【０００３】人の体温は一日の間で時間の経過と共に変
化するし、特に女性の体温は女性特有の生理現象により
月の周期においても変化する。従って、現在の体調を把
握するには、日常の体温データの蓄積と、蓄積されたデ
ータに基づく変化の具合を知ることが重要であり、この
ようにしなければ異常発熱などを正確に検知することは
できない。しかし、人の日常の体温データをデータとし
て蓄積すると一口に言っても現実には１日中体温計を持
ち歩き、幾度となく測定し、記録することになり、これ
には大変な労力と努力とが必要となる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】このように、従来の体
温計は、体温測定の目的で広く家庭に普及してはいる
が、家庭用としてその都度、体温を測定するにとどまっ
ている。そこで、本発明では、パーソナルユースとして
広く普及する携帯電話に、人の放射する赤外光を検知す
る等して、体温を測定する機能を付加し、通話中、ある
いは気の向いたときに体温を測定、さらに時系列的なデ
ータとしてこれを記録し、個人の体温周期を正確に把握
すると同時に、体調異常なときに正確な異常値を検出す
ることができる体温計付き携帯電話を提供することを目
的としている。
【０００５】
【課題を解決するための手段】上記の課題は本発明によ
れば、携帯電話の筐体外面に、人体の耳孔に挿入して用
いる体温測定手段を備え、通話機能と併せて体温測定機
能を有するようにしたことで解決される。
【０００６】また、上記の課題は、前項において、体温
測定手段は赤外光の検知素子と検知光を温度換算する手
段とよりなる赤外線温度センサとすることによって解決
される。
【０００７】さらに、上記の課題は、前項、前々項にお
いて、体温の測定結果を時系列的に整理して蓄積する蓄
積手段を備えることによって解決する。
【０００８】また、上記の課題は、前項までの解決手段
において、体温の測定結果を時系列的に整理して蓄積す
る記憶手段と、該記憶手段から蓄積された体温データを
読み出す読み出し手段と、及び該体温データを送信する
送信手段とを備えることによって解決する。
【０００９】また、上記の課題は、前項までの解決手段
において、赤外線温度センサを設けるセンサ部は、携帯
電話のスピーカを配置した面に対し、人体の耳孔に挿入
し得るようノズル状に突出させて形成し、このセンサ部
は、可動的として突出した使用状態と、ほぼフラットな
非使用時の収納状態とに切り替えられるか、または固定
的として常時突出した使用状態とすることで解決され
る。
【００１０】また、上記の課題は、前項において、赤外
光検知素子を備えるセンサ部を突出させた使用状態に切
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り替える際、体温測定手段の動作を制御するスイッチが
連動してオンとなるようにしたことで解決することがで
きる。
【００１１】また、上記の課題は、前項、前々項におい
て、センサ部には、耳孔に挿入される先端から内部のス
ピーカに至る、通話音声を伝達する小孔を設けたことで
解決することができる。
【００１２】また、上記の課題は、前記した赤外線温度
センサを設けるセンサ部を、携帯電話のスピーカを配置
した面に対し、人体の耳孔に挿入し得るようノズル状に
突出させて形成する構成に代えて、携帯電話の送受信用
アンテナの先端部を耳孔挿入に適した形状としてこれを
センサ部とし、先端開口内に赤外線温度センサを配置
し、さらに該先端部に回動操作可能なノブを設け、この
ノブの回動操作によって体温測定手段の動作を制御する
スイッチがオンオフされるように構成することにより解
決される。
【００１３】
【発明の実施の形態】本発明は携帯電話のスピーカ部の
面に、出入自在または固定して突出させて赤外光検知素
子による体温測定手段を備えたセンサ部を配置するもの
である。
【００１４】センサ部は人体の耳孔に挿入しやすい形状
のノズル状に形成し、通話中、あるいは任意時にこのセ
ンサ部を耳孔に挿入し体温を測定する。測定データは携
帯電話の表示部に表示され直接読み取ることができる
が、そのデータは制御部に備えるメモリに蓄積されて時
系列データとして記録される。また、必要に応じて蓄積
データを携帯電話の送信機能を用いて医療機関などに送
信し専門医の診断を得る。
【００１５】体温測定手段としては、例えば、赤外光の
検知素子と検知光を温度換算する手段とよりなる、いわ
ゆる赤外線温度センサを利用する。非常に短時間で体温
の測定が可能であり、このような用途に有用である。
【００１６】赤外線温度センサを設けるセンサ部は、携
帯電話のスピーカを配置した面に対し、人体の耳孔に挿
入し得るようノズル状に突出させて形成し、このセンサ
部は、可動的として突出した使用状態と、ほぼフラット
な非使用時の収納状態とに切り替えられるようにする。
このようにすると、携帯時に突出部分の少ない体温計付
き携帯電話とすることができる。また、センサ部は、固
定的として常時突出した使用状態とすれば、体温計の使
用頻度の高い場合、使いやすいものとすることができ
る。
【００１７】赤外光検知素子を備えるセンサ部を突出さ
せた使用状態と、ほぼフラットな非使用時の収納状態と
に切り替えられるようにした場合、これを切り替える
際、体温測定手段の動作を制御するスイッチが連動して
オンあるいはオフとなるようにすれば、操作部分が少な
くなり、使いやすいものとなる。
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【００１８】センサ部は携帯電話の音声が出力されるス
ピーカ部の面に設けるので、このままでは音声の出力を
妨げることになる。そこで、センサ部には、耳孔に挿入
される先端から内部のスピーカに至る、通話音声を伝達
する小孔を設け、スピーカの出力する受信音声等を支障
なく伝達するようにする。
【００１９】また、センサ部をスピーカ部の前面に設け
るのではなく、送受信用のアンテナを利用するようにし
てもよい。この場合には、携帯電話の送受信用アンテナ
の先端部を耳孔挿入に適した形状としてこれをセンサ部
とし、先端開口内に赤外線温度センサを配置し、さらに
該先端部に回動操作可能なノブを設け、このノブの回動
操作によって体温測定手段の動作を制御するスイッチが
オンオフされるように構成する。
【００２０】
【実施例】図１は本発明の基本的な回路構成を説明する
ブロック図である。１はセンサ部であって、赤外線温度
センサ１ａを人体の体温測定用として備える。２は携帯
電話のＲＦユニットであり、アンテナ２ａを備えて基地
局等とＲＦの無線信号を授受して通信する。３はオーデ
ィオ部で、スピーカ３ａ、マイク３ｂを備えてＲＦユニ
ット２で授受する高周波信号と可聴周波数の音声信号と
の間で相互に変換し、スピーカ３ａから出力したりマイ
ク３ｂから入力したりする。４はＬＣＤユニットであ
り、種種の情報を可視可能に表示する。５はキー部であ
って、必要な情報を入力したり、操作したりする複数の
キーを備える。６は電源部であり、電池６ａ、ＡＣアダ
プタ６ｂを備えて前記各部に所要の電源を供給する。７
は制御部であって、前記の各部を総合的に制御するＣＰ
Ｕ７ａ、図示しない記憶手段、及びセンサ部１を動作状
態か、非動作状態かに切り替えるスイッチ７ｂを備え
る。
【００２１】体温測定用の赤外線温度センサ１ａは、人
体の耳孔にその先端を挿入することによって耳孔内に放
射されている赤外線光を検知し、これを温度換算して体
温としてデータを出力するもので公知である。本発明に
おいては、この赤外線温度センサ１ａを携帯電話のスピ
ーカ部に配置する。
【００２２】図２はその構造の第１の実施例である。こ
の実施例においては、赤外線温度センサを備えるセンサ
部は携帯電話のスピーカ部を構成する面に対して突出す
る使用状態と、ほぼ平坦な収納状態とを切り替えられる
ようになっている。図２（Ａ）は前記赤外線温度センサ
が突出した使用状態の外観図、図２（Ｂ）はほぼ平坦な
収納状態の外観図であって、両図において１０は携帯電
話機の本体の筐体、１１は耳孔に挿入可能な突出したノ
ズル形状のセンサ部、１４は種種の情報を表示する表示
部、そして１５は各種の入力に用いる複数のキーを備え
るキー部である。
【００２３】図３（Ａ）、（Ｂ）は前記図２（Ａ）、
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（Ｂ）にそれぞれ対応する断面図であり、センサ部１１
を出入させる機構が説明されている。センサ部１１は概
ね円筒状であり、先端中央に開口１１ｂを備え、その奥
の内部に赤外線温度センサ１１ａが配置される。さらに
その奥には拡径されたフランジ部１１ｃが形成されてい
て、このフランジ部１１ｃ内部にスピーカ１３ａが配置
される。スピーカ１３ａの出力する音声は、センサ部１
１の先端の開口１１ｂの周囲に設けた複数の小さな穴で
ある通話音用穴１１ｈを経ることによって、使用者の耳
に達するようになっている。
【００２４】センサ部１１の後部はフランジ部１１ｂか
らさらに延長されて筐体１０の背面の開口１０ｂに嵌入
し、従って、センサ部１１は筐体１０の開口１０ａ、開
口１０ｂ両者の内径内を前後に摺動する構成である。な
お、センサ部１１を突出した使用状態とほぼ平坦な収納
状態とに切り替える操作は手動によって行われるが、そ
の機構は従来から利用されているものと同様であるので
説明は省略する。
【００２５】１８は筐体１０の内壁とフランジ部１１ｃ
の前面との間に架装され、センサ部１１を常時後退した
収納状態方向へ付勢するバネである。１７ｂはスイッチ
の接点であって、フランジ部１１ｃが前進した場合回路
がオンとなるように構成される。１９は制御部７の回路
を搭載するプリント基板である。
【００２６】このような体温計付き携帯電話の動作を、
図６から図８までのフローチャートによって説明する。
図６は携帯電話が待機状態にある場合の体温測定の手順
であって、キー部１５に用意されているファンクション
キーを用いて体温測定を選択し（ステップ６１）、体温
を測定しようとする使用者名をキー部１５によって入力
し（ステップ６２）、センサ部１１を耳に当てながらス
イッチ（図示せず）を押し体温を測定する（ステップ６
３）、ピッという音がして測定が終了し（ステップ６
４）、ＬＣＤ表示部に測定体温が表示され（ステップ６
５）、記録キーを押し（ステップ６６）、データが日
付、時刻、名前とともに記録され（ステップ６７）、ス
イッチをオフ（ステップ６８）、終了する（ステップ６
９）。
【００２７】図７は携帯電話で通話中の場合の体温測定
の手順であって、キー部１５に用意されているファンク
ションキーを用いて体温測定を選択し（ステップ７
０）、体温を測定しようとする使用者名をキー部１５に
よって入力し、または入力ずみであれば名前を選択し
（ステップ７１）、キー部１５を用いて送信先のダイヤ
ルを設定し発信し（ステップ７２）、通話状態とし（ス
テップ７３）、センサ部１１を耳に当てながらスイッチ
（図示せず）を押し体温を測定する（ステップ７４）、
ピッという音がして測定が終了し（ステップ７５）、送
信キーを押し（ステップ７６）、データが転送され（ス
テップ７７）、相手の携帯電話等にデータが記録され

6
（ステップ７８）、スイッチをオフ（ステップ７９）、
終了する（ステップ８０）。
【００２８】図８はパソコン通信中の場合の体温測定の
手順であって、キー部１５に用意されているファンクシ
ョンキーを用いて体温測定を選択し（ステップ８１）、
体温を測定しようとする使用者名をキー部１５によって
入力し、または入力ずみであれば名前を選択し（ステッ
プ８２）、センサ部１１を耳に当てながらスイッチ（図
示せず）を押し体温を測定する（ステップ８３）、ピッ
という音がして測定が終了し（ステップ８４）、送信キ
ーを押し（ステップ８５）、データが転送され（ステッ
プ８６）、相手のパソコンにデータが記録され（ステッ
プ８７）、スイッチをオフ（ステップ８８）、終了する
（ステップ８９）。
【００２９】このような手順で本発明の体温計付き携帯
電話は使用され、健康管理に役立たせることができる。
【００３０】次に、前記した実施例とは別の構造例を説
明する。前記の実施例の体温計付き携帯電話において
は、センサ部１１が携帯電話のスピーカ部の面から出入
して、突出状態と収納状態とに切り替えるようにした
が、図４は固定式として突出したままの構成の例であ
る。この例においてはセンサ部２１が常時突出してお
り、収納させることができないが、体温計の使用頻度が
高い場合等にはこの方が有用である。センサ部２１は概
ね円筒状であり、先端中央に開口２１ｂを備え、その内
部に赤外線センサ２１ａが配置される。さらにその奥の
筐体１０内部にプリント基板１９が配置され、その上に
固定的にスピーカ１３ａが配置される。スピーカ１３ａ
の出力する音声は、センサ部２１の先端の開口２１ｂの
周囲に設けた複数の小さな穴である通話音用穴２１ｈを
経ることによって、使用者の耳に達するようになってい
る点は前記の実施例同様である。
【００３１】図５はセンサ部を携帯電話のアンテナ部に
設けた例であり、図５（Ａ）は外観図で、１０は携帯電
話の筐体、５１は筐体１０から常時突出しているアンテ
ナ部である。このアンテナ部５１を耳孔に挿入して体温
を測定するのに適したノズル状の形状としておく。図５
（Ｂ）はその上面図であり、５１はセンサ部を作動、非
作動に切り替えるスイッチノブである。このスイッチノ
ブ５１を矢印Ａ方向に回動させることで  スイッチが作
動しセンサ部を作動、非作動に切り替えることができ
る。図５（Ｃ）は同主要部の断面図で、５１ａはアンテ
ナ部５１の先端開口５１ｄ内に配置した赤外線温度セン
サ、５１ｂはアンテナ用コイルである。５１ｃはスイッ
チの接点部であって、前記のようにこの接点部５１ｃに
連携するスイッチノブ５１を矢印Ａ方向に回動させるこ
とで、センサ部の赤外線センサ５１ａを作動、非作動に
切り替える。
【００３２】以上のように本発明の体温計付き携帯電話
によれば、携帯電話に体温計測手段を備えるようにした
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ので、簡単容易に正確な体温計測が行われ、多忙な現代
人の健康管理に最適なものとなる。
【００３３】なお、以上の各実施例の説明において、単
に携帯電話として記述したが、いわゆる携帯電話であっ
ても、ＰＨＳ電話であっても、あるいはその他の種類の
携帯型の電話であっても、本発明の携帯電話として扱う
ことができる。また、体温測定手段も赤外線温度センサ
に限定されるものではなく、他の種類の温度センサであ
っても支障はない。
【００３４】
【発明の効果】以上のように、本発明によれば、携帯電
話のスピーカ部の面などに、出入自在または固定して突
出させて赤外光検知素子による体温測定手段を備えたセ
ンサ部を配置し、通話中、あるいは任意時にセンサ部を
人体の耳孔に挿入し体温を測定するようにしたので、自
宅では勿論、旅行中、出張中などの場合でも、また、電
話をしながらでも、歩きながらでも、随時簡単容易に体
温を知ることができる。
【００３５】また、一見電話中のように装って体温を測
ることもできるので、周囲に気兼ねすることなく、知ら
れることなく、体温を測ることができる。
【００３６】また、測定データは表示部に表示されると
ともに制御部に蓄積されて時系列データとして記録され
るようにしたので、記録が残り、個人の体温周期を正確
に把握することができ、体調異常も検出可能である。
【００３７】さらに、必要があれば、蓄積データを医療
機関などに送信し、専門家の診断を受けることも可能で
あり、時代に適応した先進医療端末として大いに役立つ*

8
*ものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例の回路のブロック図である。
【図２】（Ａ）、（Ｂ）は本発明の携帯電話の外観図で
ある。
【図３】（Ａ）、（Ｂ）は図２の要部の断面図である。
【図４】図２とは異なる実施例の要部の断面図である。
【図５】（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）はさらに別の実施例の
外観図、断面図である。
【図６】本発明の体温計付き携帯電話の動作を示すフロ
ーチャートである。
【図７】本発明の体温計付き携帯電話の動作を示すフロ
ーチャートである。
【図８】本発明の体温計付き携帯電話の動作を示すフロ
ーチャートである。
【符号の説明】
１、１１、２１，５１        センサ部
１１ａ、２１ａ、５１ａ      赤外線温度センサ
１１ｂ、５１ｄ              開口
１１ｈ                      通話音用孔
２                          ＲＦユニット
３                          オーディオ部
４                          ＬＣＤユニット
５、１５                    キー部
６                          電源部
７                          制御部
１０                        筐体
５１                        アンテナ部

【図２】
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